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iSCSI接続を管理します

iSCSI統計パッケージを表示します

ストレージアレイへのiSCSI接続に関するデータを表示できます。

このタスクについて

System Managerには、次のタイプのiSCSI統計が表示されます。統計はすべて読み取り専用で、設定するこ
とはできません。

• イーサネットMAC統計--メディアアクセス制御(MAC)の統計情報を提供します。MACは、物理アドレスま
たはMACアドレスと呼ばれるアドレス指定メカニズムも提供します。MACアドレスは、各ネットワーク
アダプタに割り当てられている一意のアドレスです。MACアドレスは、サブネットワーク内のデスティネ
ーションへのデータパケットの配信に役立ちます。

• イーサネットTCP/IP統計-- iSCSIデバイスのTCP (Transmission Control Protocol)とIP (Internet Protocol)

のTCP/IPの統計情報を提供しますTCPを使用すると、ネットワークホスト上のアプリケーションが相互に
接続を作成し、パケットでデータを交換できます。IPは、パケット交換インターネットワークを介してデ
ータを通信するデータ指向プロトコルです。IPv4統計とIPv6統計は個別に表示されます。

• ローカル・ターゲット/イニシエータ（プロトコル）統計：ストレージ・メディアへのブロック・レベルの
アクセスを提供するiSCSIターゲットの統計情報を表示します非同期ミラーリング処理でイニシエータと
して使用される場合は’ストレージ・アレイのiSCSI統計情報を表示します

• DCBXの運用状態統計--さまざまなData Center Bridging Exchange（DCBX）機能の運用状態を表示しま
す。

• *LLDP TLV statistics *-- Link Layer Discovery Protocol (LLDP) Type Length Value (TLTLV )統計を表示しま
す。

• DCBX TLV統計-- Data Center Bridging（DCB）環境内のストレージアレイのホストポートを識別する情報
が表示されます。この情報は、識別や機能のためにネットワークピアと共有されます。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. [View iSCSI Statistics Packages]を選択します。

3. タブをクリックして、さまざまな統計を表示します。

4. ベースラインを設定するには、*新しいベースラインを設定*をクリックします。

ベースラインを設定すると、統計を収集するための新しい開始ポイントが設定されます。すべてのiSCSI

統計に同じベースラインが使用されます。

さまざまなタイプのiSCSI統計を表示します

イーサネットMAC統計、イーサネットTCP / IP統計、ターゲット（プロトコル）統計、
ローカルイニシエータ（プロトコル）統計、DCBXの運用状態統計、LLDP TLV統
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計、DCBX TLV統計などのさまざまな統計（統計の生データまたはベースライン統計
）を確認できます。

MAC送信およびMAC受信の統計情報

イーサネットMAC統計を選択すると、次のMAC送信統計が表示されます。これらの統計はそれぞれ、統計の
生データまたはベースライン統計として表示できます。

統計 定義（ Definition ）

F フレーム数

B バイト数

MF マルチキャストフレーム数

BF ブロードキャストフレーム数

pf ポーズフレーム数

cf 制御フレーム数

FDF フレーム遅延数

供給された フレーム遅延の多発数

FLC フレームのレイトコリジョン数

固定資産 フレームの中断数

FSC フレームの単一コリジョン数

FMC フレームの複数コリジョン数

FC フレームのコリジョン数

FDR フレーム破棄数

JF ジャンボフレーム数

イーサネットMAC統計を選択すると、次のMAC受信統計が表示されます。
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統計 定義（ Definition ）

F フレーム数

B バイト数

MF マルチキャストフレーム数

BF ブロードキャストフレーム数

pf ポーズフレーム数

cf 制御フレーム数

FLE フレーム長エラー数

FD フレーム破棄数

FCCRCE フレームCRCエラー数

料金 フレームエンコードエラー数

LFE ラージフレームエラー数

SFE スモールフレームエラー数

J ジャバー数

UCCの場合 制御フレーム数が不明です

CSE キャリア検知エラー数

イーサネットTCP / IP統計

イーサネットTCP/IP統計を選択すると、次の表のTCP統計が表示されます。これらの統計はそれぞれ、統計
の生データまたはベースライン統計として表示できます。

統計 定義（ Definition ）

TXS 送信セグメント数

TXB 送信バイト数
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統計 定義（ Definition ）

RTxTE 再送信タイマー期限切れ数

TxDACK 送信遅延ACK数

TxACK 送信ACK数

Rxs 受信セグメント数

RxB 受信バイト数

RxDACK 受信した重複ACK数

RxACK 受信したACK数

RxSEC 受信したセグメントエラー数

RxSOOC 受信した順不同セグメント数

RxWP 受信ウィンドウプローブ数

RxWU 受信ウィンドウ更新数

イーサネットTCP/IP統計を選択すると、次の表のIP統計が表示されます。

統計 定義（ Definition ）

TXP 送信パケット数

TXB 送信バイト数

TxF 送信フラグメント数

RXP 受信パケット数。IPv4受信パケット数を表示するに
は、* Show IPv4 を選択します。[*Show IPv6]を選択
して、IPv6パケット受信数を表示します。

RxB 受信バイト数

RxF 受信フラグメント数

RxPE 受信パケットエラー数
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統計 定義（ Definition ）

DR データグラム再構築数

DRE-OLFC データグラム再構築エラー、重複フラグメント数

DRE-OOFC データグラム再構築エラー、順不同フラグメント数

DRE-TOC データグラム再構築エラー、タイムアウト数

iSCSIターゲット統計およびローカルイニシエータ統計

ターゲット（プロトコル）統計またはローカルイニシエータ（プロトコル）統計を選択すると、次の統計が表
示されます。これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。

統計 定義（ Definition ）

シリアル 成功したiSCSIログイン数

UL 失敗したiSCSIログイン数です

SA 成功したiSCSI認証数（認証が有効な場合）

UA 失敗したiSCSI認証数（認証が有効な場合）

PDU 正しいiSCSI PDU処理数

HDE ヘッダーダイジェストエラーのあるiSCSI PDUの数

DDE データダイジェストエラーのあるiSCSI PDUの数

PE iSCSIプロトコルエラーのあるPDUの数

地殻 予期しないiSCSIセッション終了数です

UCT 予期しないiSCSI接続終了数です

DCBX動作状態統計

Data Center Bridging Exchange（DCBX）Operational State Statisticsを選択すると、次の統計が表示されま
す。
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統計 定義（ Definition ）

iSCSIホストポート 検出されたホストポートの場所を、「コントローラ
番号、ポート番号」の形式で示します。

優先度グループ 優先度グループ（PG）アプリケーションの動作状態
を示します。「有効」または「無効」のいずれかに
なります。

優先度ベースのフロー制御 優先度ベースフロー制御（PFC）機能の動作状態を
示します。「有効」または「無効」のいずれかにな
ります。

iSCSI機能 Internet Small Computer System Interface（iSCSI）
アプリケーションの動作状態を示します。「有効」
または「無効」のいずれかになります。

FCoE帯域幅 Fibre Channel over Ethernet（FCoE）帯域幅の状態
を示します。「True」または「False」のいずれかに
なります。

FCoE / FIPでマッピングの不一致はありません FCoEとFCoE Initialization Protocol（FIP）の間にマ
ッピングの不一致がないかどうかを示します。値
はTrueまたはFalseのいずれかです。

これらに加え、状態キャプチャファイルで追加のDCBX動作状態統計を確認できます。

LLDP TLV統計

Link Layer Discovery Protocol（LLDP）Type Length Value（TLV）Statisticsを選択すると、次の統計が表示さ
れます。ローカルデバイス用とリモートデバイス用の2セットの統計が表示されます。ローカルデバイスはコ
ントローラを指します。リモートデバイスは、コントローラが接続されているピアデバイス（通常はスイッチ
）を指します。

統計 定義（ Definition ）

iSCSIホストポート 検出されたホストポートの場所を、「コントローラ
番号、ポート番号」の形式で示します。

シャーシ ID シャーシIDを示します。

シャーシIDサブタイプ シャーシIDのサブタイプを示します。

ポート ID ポートIDを示します。

ポートIDサブタイプ ポートIDのサブタイプを示します。
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統計 定義（ Definition ）

Time to Liveの略 受信側LLDPエージェントが情報を有効とみなす秒数
を示します。

その他のLLDP TLV統計は、状態キャプチャファイルで確認できます。

DCBX TLV統計

Data Center Bridging Exchange（DCBX）Type Length Value（TLV）Statisticsを選択すると、次の統計が表示
されます。

• ローカル統計-コントローラ出荷時に設定されたDCBXパラメータ。

• 動作統計-- DCBXネゴシエーション後のDCBXパラメータ。

• リモート統計--コントローラが接続されているピアデバイス（通常はスイッチ）からのDCBXパラメー
タ。

統計 定義（ Definition ）

iSCSIホストポート 検出されたホストポートの場所を、「コントローラ
番号、ポート番号」の形式で示します。

フロー制御モード ポート全体のフロー制御モード。有効な値は、「無
効」、「標準」、「優先度別」、「不確定」です。

プロトコル 通信プロトコル。有効な値は、「FCoE」、「
FIP」、「iSCSI」、「不明」です。

優先度 通信の優先順位を示す整数値。

優先度グループ プロトコルが割り当てられている優先度グループを
表す整数値。

優先度グループの帯域幅 優先度グループに割り当てられた帯域幅の量を示す
パーセント値。

DCBX PFCステータス 特定のポートの優先度ベースフロー制御（PFC）ス
テータス。「有効」または「無効」のいずれかにな
ります。

これらに加え、状態キャプチャファイルで追加のDCBX TLV統計を確認できます。

iSCSI セッションを表示します

ストレージアレイへのiSCSI接続に関する詳細情報を表示できます。iSCSIセッション
は、非同期ミラー関係にあるホストまたはリモートストレージアレイとの間で確立でき
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ます。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. 「* iSCSIセッションの表示/終了*」を選択します。

現在のiSCSIセッションのリストが表示されます。

3. 特定のiSCSIセッションに関する追加情報 を表示するには、セッションを選択し、*詳細の表示*をクリッ
クします。

8



フィールドの詳細

項目 説明

セッション識別子
（SSID）

iSCSIイニシエータとiSCSIターゲット間のセッションを識別する16進数の
文字列。SSIDは、ISIDとTPGTで構成されます。

イニシエータセッショ
ンID（ISID）

セッション識別子のイニシエータの部分。イニシエータはログイン時
にISIDを指定します。

ターゲットポータルグ
ループ

iSCSIターゲット。

ターゲットポータルグ
ループタグ（TPGT）

セッション識別子のターゲットの部分。iSCSIターゲットポータルグルー
プの16ビットの数値識別子。

イニシエータのiSCSI名 世界規模で一意なイニシエータの名前。

イニシエータのiSCSIラ
ベル

System Managerで設定されたユーザラベル。

イニシエータのiSCSIエ
イリアス

iSCSIノードにも関連付けることができる名前。エイリアスを使用する
と、組織がユーザにわかりやすい文字列をiSCSI名に関連付けることがで
きます。ただし、エイリアスはiSCSI名に代わるものではありません。イ
ニシエータのiSCSIエイリアスは、System Managerではなく、ホストでの
み設定できます

ホスト ストレージアレイに入出力を送信するサーバ。

接続ID（CID） イニシエータとターゲット間のセッション内における接続の一意の名前。
イニシエータがこのIDを生成し、ログイン要求の際にターゲットに提供し
ます。接続IDは、接続を閉じるログアウト時にも表示されます。

イーサネットポート識
別子

接続に関連付けられているコントローラポート。

イニシエータのIPアド
レス

イニシエータのIPアドレス。

ネゴシエーション済み
のログインパラメータ

iSCSIセッションのログイン時に処理されるパラメータ。

認証方式 iSCSIネットワークへのアクセスを必要とするユーザを認証する手法。有
効な値は* chap および None *です。
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項目 説明

ヘッダーダイジェスト
方式

iSCSIセッションに有効なヘッダー値を表示する手法。HeaderDigestおよ
びDataDigestには、* None または CRC32C を使用できます。両方のデフ
ォルト値は None *です。

データダイジェスト方
式

iSCSIセッションに有効なデータ値を表示する手法。HeaderDigestおよ
びDataDigestには、* None または CRC32C を使用できます。両方のデフ
ォルト値は None *です。

最大接続数 iSCSIセッションに許可される接続の最大数。1~4を接続の最大数として指
定できます。デフォルト値は* 1 *です。

ターゲットエイリアス ターゲットに関連付けられているラベル。

イニシエータのエイリ
アス

イニシエータに関連付けられているラベル。

ターゲットのIPアドレ
ス

iSCSIセッションのターゲットのIPアドレス。DNS名はサポートされませ
ん。

初期R2T 最初の転送準備完了ステータス。ステータスは「* Yes 」または「 No *」
のいずれかになります。

最大バースト長 このiSCSIセッションの最大SCSIペイロード（バイト）。512~262、144

（256KB）を最大バースト長として指定できます。デフォルト値は*

262,144（256KB）*です。

第1バースト長 このiSCSIセッションの未承諾データのSCSIペイロード（バイト単位
）。512~131、072（128KB）を第1バースト長として指定できます。デフ
ォルト値は*65,536（64KB）*です。

デフォルトの待機時間 接続の終了または接続のリセット後に接続を試行するまでの最小秒
数。0~3600をデフォルトの待機時間の値として指定できます。デフォル
トは* 2 *です。

デフォルトの保持時間
です

接続の終了または接続のリセット後も接続が可能な最大秒数。0~3600を
デフォルトの保持時間として指定できます。デフォルト値は*20*です。

最大未処理R2T このiSCSIセッションの未処理の「準備が完了した転送」の最大数。1~16

を未処理の「準備が完了した転送」の最大値として指定できます。デフォ
ルトは* 1 *です。

エラーリカバリレベル このiSCSIセッションのエラーリカバリのレベル。エラーリカバリレベル
の値は常に* 0 *に設定されています。
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項目 説明

受信データ最大セグメ
ント長

イニシエータまたはターゲットがペイロードデータユニット（PDU）で受
信できる最大データ量。

ターゲット名 ターゲットの正式名（エイリアスではありません）。iqn形式のターゲッ
ト名です。

イニシエータ名 イニシエータの正式名（エイリアスではありません）。iqn形式また
は_eui_formatを使用するイニシエータ名です。

4. レポートをファイルに保存するには、*保存*をクリックします。

ブラウザのDownloadsフォルダに’iscsi-session-connections.txt’というファイル名でファイルが保存されま
す

iSCSIセッションを終了します

不要になったiSCSIセッションを終了できます。iSCSIセッションは、非同期ミラー関係
にあるホストまたはリモートストレージアレイとの間で確立できます。

このタスクについて

iSCSIセッションを終了する理由としては、次のようなものが考えられます。

• 不正アクセス-- iSCSIイニシエータがログオンされていて、アクセスできない場合は、iSCSIセッションを
終了して、iSCSIイニシエータをストレージアレイから強制的に切断できます。認証方法を「なし」にし
たため、iSCSIイニシエータがログオンした可能性があります。

• システムダウンタイム--ストレージアレイを停止する必要があり’iSCSIイニシエータがまだログオンして
いる場合は’iSCSIセッションを終了してiSCSIイニシエータをストレージアレイから切断できます

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. 「* iSCSIセッションの表示/終了*」を選択します。

現在のiSCSIセッションのリストが表示されます。

3. 終了するセッションを選択します

4. [セッションの終了]をクリックし、操作を実行することを確認します。

iSER over InfiniBandの統計を表示します

ストレージアレイのコントローラにiSER over InfiniBandポートが搭載されている場合
は、ホスト接続に関するデータを表示できます。

このタスクについて
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System Managerには、次のタイプのiSER over InfiniBand統計が表示されます。統計はすべて読み取り専
用で、設定することはできません。

• ローカルターゲット（プロトコル）統計- iSER over InfiniBandターゲットの統計を提供し、ストレージメ
ディアへのブロックレベルのアクセスが表示されます。

• * iSER over InfiniBandインターフェイス統計*- InfiniBandインターフェイス上のすべてのiSERポートの統
計が提供され、各スイッチポートに関連付けられているパフォーマンス統計とリンクエラー情報が含まれ
ます。

これらの統計はそれぞれ、統計の生データまたはベースライン統計として表示できます。統計の生データは、
コントローラの起動以降に収集されたすべての統計です。ベースライン統計は、ベースライン時間の設定以降
に収集されたポイントインタイムの統計です。

手順

1. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

2. View iSER over InfiniBand Statistics *を選択します。

3. タブをクリックして、さまざまな統計を表示します。

4. ベースラインを設定するには、*新しいベースラインを設定*をクリックします。

ベースラインを設定すると、統計を収集するための新しい開始ポイントが設定されます。すべてのiSER

over InfiniBand統計に同じベースラインが使用されます。
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